
第 188回 教育研究評議会議事録 

    

Ⅰ 日 時 令和 2年 9月 17日（木） 14:00～16:40  

 

Ⅱ 出席者 評議員   永田、清水、金保、BENTON、勝野、稲垣、原、佐藤、阿部、茂呂、西尾、西岡、 

内山、竹中、倉橋、佐々木、遠藤、山岡、大倉、関根、鄭、和田、秋山（英）、中山、 

田中、木塚、野中、山中（弘）、青木、山田、齋藤、加藤（和）、松本、小川、西保、 

太田、加藤（光）、溝上、池田、猿渡、大根田、鈴木、秋山（茂）、朴、林、高木、 

加賀、坪内、山中（敏） 

Ⅲ 議 題 

〔審 議〕 

1 教育研究評議会から推薦する学長候補者について ---------------------- 〔審議 1席上配付資料〕 

2 筑波大学大学院学則等の改正について ---------------------------------------- 〔審議 2資料〕 

3 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う学生の身分等に関する特別措置について ----- 〔審議 3資料〕 

 

〔報 告〕 

1 臨時経営協議会報告について ------------------------------------------------ 〔報告 1資料〕 

2 経営協議会学外委員について ---------------------------------------- 〔報告 2席上配付資料〕 

3 令和 2年度の教育関係共同利用拠点の認定について ----------------------------- 〔報告 3資料〕 

4 令和元年度（平成 31年度）教育研究基盤経費の執行状況報告について ------------ 〔報告 4資料〕 

5 シリコンバレー国際展開支援プログラムの参加チーム募集について --------------- 〔報告 5資料〕 

6 令和 2年度（第 23回）ホームカミングデーの開催について ---------------------- 〔報告 6資料〕 

7 令和 3年度国立大学法人運営費交付金概算要求事項について --------------------- 〔報告 7資料〕 

8 筑波キャンパス CO2排出量・エネルギー使用量（第 1四半期）について ----------- 〔報告 8資料〕 

9 令和 2年度スペースチャージ財源による空調設備整備等について ----------------- 〔報告 9資料〕 

10  春日地区における宿泊等複合施設整備事業の完了について --------------------- 〔報告 10資料〕 

11  TGSW2020の開催について -------------------------------------------------- 〔報告 11資料〕 

12  新型コロナウイルス感染症に関する本学の対応状況について ------------------- 〔報告 12資料〕 

 

Ⅳ 議 事 

 議事に先立ち、稲垣副学長から、本学に対するリスク事案について、つくば警察署と連携して対応した旨

報告があった。 

〔審 議〕 

1      審議 1資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。なお、議事に先立ち、稲垣教育研究

評議会議長代理から、国立大学法人法により、学長を選考する責任と権限を有するのは、学長選

考会議であることについて確認ののち、阿部意見聴取実施委員会委員長から、委員会における検

討内容について説明があり、意見交換がなされ、資料１に基づき、意見聴取の結果の報告があっ



た。 

         引き続き、稲垣教育研究評議会議長代理から、教育研究評議会から推薦する学長候補者につい

て、資料２の公示文及び資料３の推薦書に基づき説明があり、了承された。 

         その後、評議員から、一部の候補者により、今回の意見聴取に向けて、学外サイトを利用した

学内外へ情報発信が行われていた事実を、学長選考会議に併せて報告すべきであるとの提案があ

り、審議の結果、評議会選出の学長選考会議委員から報告することとなった。 

2～3     審議 2資料～同 3資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

〔報 告〕 

1～9     報告 1資料～同 9資料に基づき、それぞれ報告があった。 

10       報告 10資料に基づき、報告があった。なお、学長から、当該施設は本学の教育研究に関わる

者の利用に柔軟に対応していくことから、積極的な利用を進めてほしい旨発言があった。 

11       報告 11資料に基づき、報告があった。 

12       報告 12資料に基づき、報告があった。なお、評議員から、本学の対応に関する情報を適切な

タイミングで取得・共有できなかったと感じることがあった旨発言があり、いつ頃どの情報が

必要であったか等、各組織から提案頂くこととなった。 

 

以 上 


